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D TheJapaneseSocietyofMagnetic  ApplicationinDentistry  

第21国学術大会抄録集  

会期：平成23年11月12日（土），13日（日）  

会場：東京医科歯科大学歯学部事務棟4階特別講堂  

東京都文京区湯島1－5－45  

担当：東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科  

部分床義歯補綴学分野  

大会長 五十嵐順正   
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＜く 学会および懇親会会場のご案内 ＞＞  

【学会会場】   

東京医科歯科大学歯学部事務棟4階特別講堂  

東京都文京区湯島1－5－45  

（当日の学会本部連絡先 03－5803－5419，4551）  

JR・地下鉄丸ノ内線御茶ノ水駅前．お茶ノ水門より入校の上，歯科棟防災センター  

入口よりお入り下さい（当日歯学部病院玄関は閉鎖しています）．  

【懇親会会場】   

東京医科歯科大学歯学部地下1階 あるめいだ TELO3－381ト9607（直通），内7852  

一第21回学術大会参加要項－  

1．参加登録：参加登録費の振込みをもって登録と致します．  

2．参加登録費：当日会費  会員／￥6，000（非会員／￥8，0㈹）  

3．振 込 先：みずほ銀行 津田沼支店（店番号334）普通預金 No．ぉお012  

第21回 日本磁気歯科学会学術大会  

4．懇 親 会：11月12日（土）東京医科歯科大学歯学部地下1階レストラン あるめいだ  

午後6時開宴 会費／￥7000（お支払いは当日，学会場または懇親会場の受付  

でお願い致します．）  

5．連 絡 先：〒113－8別9 東京都文京区湯島ト5－45  

東京医科歯科大学大学院 部分床義歯補綴学分野  

第21回 日本磁気歯科学会学術大会実行委貝会  

実行委貞長 佐藤雅之  

Tel＆Fax：03－5803－5842 E－mai1：msato．rDrO＠tmd．ac．j  

－2－   
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＜く 日程表 ＞＞  

平成23年11月12日（土）  

理事会（東京医科歯科大学歯科外来事務棟4階演習室）  

開 場  

10：30～12：30  

12：30  

12：30～  

13：00  

13：05～13：35  

13：35～14：05  

14：05～14：45  

14：45～15：25  

15：30～16：30  

16：30～17：30  

18：00～  

受付開始  

開会の辞  

一般口演1  

一般口演2  

一般口演3  

一般口演4  

教育講演  

特別講演   

大会長：五十嵐順正   

座長：芥川正武   

座長：大山菅生   

座長：永田和裕   

座長：市川哲雄   

座長：石上友彦   

座長：五十嵐順正  

（演題番号1～2）   

（演題番号3～4）   

（演題番号5～7）   

（演題番号8～10）  

土橋 俊男 技師長  

塙  隆夫 教授  
懇親会（東京医科歯科大学歯学部地下1階レストランあるめいだ）  

平成23年11月13日（日）  

開 場  

総 会  

認定医申請口演（演題番号11～13；認定1～3）  

座長：大川周治 田中譲治  

8：30  

9：00～9：30  

9：30～10：10  

一般口演5 （演題番号14～15）  

休 憩  

座長：土田富士夫  10：10～10：40  

10：40～10：45  

10：45～12：05  シンポジウム  

『磁性アタッチメントの診療ガイドライン策定』  座長：秀島雅之  

昼休み  12：05～13：30  

（12：10～13：20 各種委員会）  

⇒歯科外来事務棟4階演習室（特別講堂奥）  

⇒歯科外来事務棟4階ライター室（426号）  

⇒歯科外来事務棟3階小会議室（特別講堂階下）  

⇒歯科棟11階部分床義歯補綴学分野医局（1102号）  

⇒歯科棟11階図書室（1119号）  

認定医審議委員会  

医療委貞会  

インターネット会議  

安全基準検討委貞会  

磁性アタッチメント臨床評価委員会  

ISO対策委貞長 高田雄京  

座長：大久保力廣  

座長：水谷 紘   

次期大会長：市川哲雄   

ISO報告会  

一般口演6 （演題番号16～18）  

一般口演7 （演題番号19～20）  

閉会の辞  

13：30～14：00  

14：00～14：40  

14：40～15：10  

15：10  

ー4－  
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醤璃α害獣町謝鞘葦□＃tへ田寺∠一口∠両官軍 ●ウ  
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6．キーパーの除去が容易なダイレクトボンディング法による磁性アタッチメントの臨床応用  

○竹内沙和子1，佐藤裕二1，北川 昇1，木下芳樹2，鍛治田忠彦2，鯨井 修3  
1昭和大学歯学部高齢者歯科学教室  

2昭和大学歯科病院中央技工室  
3㈱ジーシー  

研究所   

7．磁性アタッチメントを応用した可撤性歯肉の一例  

○河野稔広，槙原絵理，八木まゆみ，千草隆治．有田正博，鱒見進一  

九州歯科大学顎口腔欠損再構築学分野  

8．インプラント用キーパーにおける窒化チタンイオンコーティングの基礎的検討  

○岩井孝充1，吉原健太郎1，中村好徳1，熊野弘一1，大野芳弘1，白石浩一1，  
中村浩子1，斉藤 一1，村上 弘2，田中貴信1  

1愛知学院大学歯学部有床義歯学講座  

2愛知学院大学歯学部口腔インプラント科   

9．インプラント用キーパーの固定法の違いに関する力学的検討  

○林 建佑1，神原 亮1，中村好徳1，大野芳弘1，白石浩一1，庄司和伸1，  
熊野弘一1，小木曽太郎1，村上 弘2，田中貴信1  

1愛知学院大学歯学部有床義歯学講座  

2愛知学院大学歯学部口腔インプラント科   

10．インプラントオーバーデンチャー用緩庄型アタッチメントの負担庄配分  

○河野健太郎1，鈴木恭典2，佐藤 薪1，大久保力贋1，高橋正史3  
1鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座  

2鶴見大学歯学部口腔顎顔面インプラント科  
3株式会社ジーシー  

歯科用金属によるMR画像への影響とその対策  

一金属artifactの低減，除去方法を中心に一  

土橋 俊男 技師長（日本医科大学付属病院放射線科）  

結晶構造と磁化率  

塙 隆夫 教授（東京医科歯科大学生体材料工学研究所金属材科分野）  

－6－   
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＜ プログラム（2日日）＞   

平成23年11月13日（日）  

［認定1］  

11．下顎歯列および歯槽骨が著しく舌側傾斜している患者に対して磁性アタッチメント  

を用いたオーバーデンチャーで校合回復した1症例  

○石田雄一  

徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部口腔顎顔面補綴学分野   

［認定2］  

12．Magno－TelescopicCrown（MT冠）を用いた補綴症例  

○熊野弘一  
愛知学院大学歯学部有床義歯学講座  

［認定3］  

13．磁性アタッチメントを用いたフルマウスリコンストラクション  

○増田達彦  
愛知学院大学歯学部有床義歯学講座  

14．テレスコープ型磁性アタッチメント義歯による，補綴再治療症例  

○永田和裕，川村真之  
日本歯科大学新潟病院総合診療科  

15．磁性アタッチメントを応用したコーヌステレスコープ遊離端義歯の症例  

○佐藤雅之1，秀島雅之2，和田淳一郎1，安藤智宏1，犬飼周佑1，和達重郎1，  
鶴見麻有子1，小高容平1，坪田康弘1，五十嵐順正1  

1東京医科歯科大学大学院部分床義歯補綴学分野  

2東京医科歯科大学歯学部附属病院回復系診療科  

－8－   



－6－  

らJ姫寒地封切埋甚胎毒早苗顎姫秦早着￥弦目z  

車掌Ⅱ吾檜秦醤艶催畢腺秦畢秦￥受目  

z・l賓￥丁旦‘T婁別納d‘l幸壮用旦  

‘lよ卜寧ヤlけ俊吉‘z・l首撃lI「勃‘T事業団ヰ‘T掛算翠警‘T輩 Ilトト‘浬目慮顎○  
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車呈妄畢軍事旦姫妄解毒￥割妄唯夢I  
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ユ、へGニウ筆写瞳年ほ簡封骨ひ1くrヰム古∠制響 ■9l  

革新用皆 富旨蔓 草旨章業種OSI  
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（題儲妄醤艶型蝉藍謝口裏￥智塾）葦 智華  

引マ筆′∠乙1「よ ●E  

（野碧妄磯雄を畢軍事旦妄￥到着唯夢）尉冒叡智  
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19．根面板が装着された支台歯のセメント質とマージンの観察  

○杉田杏奈1，遠藤茂樹1，永井栄一1・2，月村直樹1▼2，斎藤秀雄1，秋田大輔1，  
諸隈正和1，鈴木奈央未1，石上友彦1・2  

1日本大学歯学部歯科補綴学教室Ⅱ講座  

2日本大学歯学部総合歯学研究所臨床研究部門  

20．ハイブリッド型コンポジットレジンを用いたキーパー付き根面板の製作  

○前田祥博1，高山慈子2，大久保力贋2，土田富士夫3，細井紀雄4  

1鶴見大学歯学部歯科技工研修科  

2鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座  

3鶴見大学歯学部高齢者歯科学講座  

4鶴見大学  
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【特別講演】  

『結晶構造と磁化率』  

塙  隆夫  
（東京医科歯科大学生体材料工学研究所金属材料分野）  

高温超伝導材料や歯科用磁性アタッチメントを例にあげるまでもなく，これまでの磁  

性材料の研究は，磁力あるいは磁束密度を上げることに勢力が注がれてきた．これによ  

り，結晶構造と磁性との関係も明らかになってきており，これに関わる研究として，結  

晶磁気異方性を利用した強磁場による結晶配向が知られている．一方，磁化率を低下さ  

せる研究として，核磁気共鳴造影（MRI）における体内の金属インプラントの動揺や発熱，  

アーチファクトの防止，またオープンMRIでの手術器具への応用などを目的としたもの  

が始まっている．Ti基合金，Co－Cr合金，ステンレス鋼などが体内埋入部材として用い  

られているが，これらはMRIなどの強磁場環境下において磁化されやすく，アーチファ  

クトが生じ造影を妨げるという問題がある，MRI造影に支障をきたす金属磁化による  

アーチファクトを防止するためには，低磁化率あるいは反磁性の金属材料の創出が必要  

である．歯科においては，歯科修復物，歯科インプラント，顎骨プレートなどが，MRIアー  

チファクトの原因となる．また，オープンMRI造影下での手術が一般的になりつつある  

ため，手術，治療用器械，器具にも同様の性質が求められる．歯科においては，歯科修  

復物，歯科インプラント，顎骨プレートなどが，MRIアーチファクトの原因となる．ジ  

ルコニウム（Zr）は低い磁化率を示し，合金化することで力学的特性を向上させること  

ができる．Zr－ニオブ（Nb）合金およびZr－モリブデン（Mo）合金は医療用として十分  

な力学的特性を有している．これら合金の各組成の合金の磁化率の測定とともに，組織  

および結晶構造を解析した結果，磁化率は組成とともに変化するのではなく，ある組成  

で極小値を示すことが明らかになり，その組成ではu相が析出することがわかった．熱  

処理によってw相を析出させても磁化率は低下する，最終的にZr－Nb系，Zr－Mo系合金  

がTi合金の約1／3の磁化率を示すことが明らかになったが，合金組織，欠陥などが磁化  

率に与える影響は大きいため，非平衡相の影響についての更なる検討が必要である．  

【略歴】1981年北海道大学工学部金属工学科卒業，1981年北海道大学歯学部助手，1989年歯学  

博士（北海道大学），1993年徳島大学歯学部助教授，1998年博士（工学）（東北大学），1998   

年科学技術庁金属材料技術研究所生体材料研究チームリーダー．2001年組織改変により物質・   

材料研究機構生体材料研究センター副センター長，2004年東京医科歯科大学生体材料工学研   

究所教授，2009年東京大学大学院工学系研究科マテリアル工学専攻教授（併任）現在に至る．   

著書に，「医療用金属材料概論」日本金属学会2010年（編集・分担），「バイオマテリアルの基礎」   

日本医学館2010年（編集・分担），「金属バイオマテリアル」オーム社，2007年（共著），「Metals   

forBiomedicalDevicesJCRC2010年（分担），「生命元素事典」オーム社2006年（分担），「IARC   

MonographsontheEvaluationofCarcinogenicRiskstoHumans，Vol．74SurgicalImplants  

andOtherForeignBodiesJWHO，IARC1999年（分担）等．  
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1．顎関節学会ガイドライン策定の経緯  

西山 暁（東京医科歯科大学顎関節治療部）   

現在まで各分野において出されている診療ガイドラインは，作成手法や推奨度の表記  

が統一されていない．日本顎関節学会ガイドライン委員会も2008年から「顎関節症の初  

期診療ガイドライン」の作成を開始したが，その特徴は「GRADEシステム」を採用し  

たことである．海外ではこのシステムを用いて策定されたガイドラインは増えている  

が，日本の医療界においては日本顎関節学会が初めてである．このシステムはシステマ  

テイツクレビュー作成後に，推奨度作成のパネル会議を開催し，そのパネル会議におい  

て有害事象，好み，価値などを踏まえて推奨度を決定し，推奨分を作成することが特徴  

である．また，我々の委員会では，このパネル会議に医療消費者に参加してもらい，彼ら，  

彼女らの意見も踏まえたうえでの推奨分を作成しているところも今までにない特徴であ  

るといえる．   

今回は，実際に行われた「GRADEシステム」によるガイドライン作成の流れを紹介  

させていただく予定である．  

2．磁性アタッチメントのインプラントへの適用  

一顎顔面補綴診療ガイドライン作成の経験から一  

尾揮昌悟（愛知学院大学有床義歯補綴学講座）   

日常の歯科臨床において，インプラントが治療の選択肢のひとつとして広く受け入れ  

られるようになった．インプラント支台の磁性アタッチメント（MA）は，文献を遡る  

と1984年のGillings論文に初めて報告されている．現在インプラントオーバーデンチャー  

の支台装置としては，MAの他にバーやボールアタッチメントが使用されており，それ  

らの比較研究も幾つか報告されている．ガイドライン作成のためには，このような論文  

のデータを集めて，エビデンスに基づいた指針を作ることが必要とされる．その手順と  

して，クリニカルクエスチョン（CQ）の設定を行い，文献の収集と構造化抄録の作成，  

CQに対する推奨文およびエビデンスレベルの決定等の様々なステップを経る．この作  

業には多くの協力者が必要であり，エビデンスレベルの高い論文が見つからないことも  

多い．今回は顎顔面補綴診療ガイドラインの作成に携わった経験から，ガイドライン作  

成の実際を紹介する．  
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【ISO対策委貝会報告】  

『歯科用磁性アタッチメントの国際標準化を目指して」】  

ISO対策委員会  

委員長 高田雄京  

歯科用磁性アタッチメントの国際標準化は，NEDO助成金で実施した「歯科用磁性ア  

タッチメントの最適化と国際標準の創成」を契機に約6年の歳月かけて進んできました．  

日本製歯科用敵性アタッチメントの優れた点を十分にアピールし．日本の国益にかなっ  

た世界に貢献できる国際規格が日本主導で構築されつつあります．本学会のISO対策委  

貞会が提案した国際規格草案は，ISO／TClO6会議において，2008年にISO／WD13017，  

2010年にISO／CD13017，2011年6月にはISO／DIS13017（国際規格案）に昇格しました．  

2011年9月に開催されたISO／TClO6フェニックス会議ではISO／FDIS13017（最終国際規  

格案）としての登録が決まり，近日中にFDIS投票が行われる予定です．そこで，本年  

度も日本磁気歯科学会学術講演会において，ISO／TClO6ファニツクス会議の詳細につい  

て結果報告を行います．  
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00hnoY．，KanbaraR．，NakamuraY．，MasudaT．，KumanOH．，HayashiK．，NakamuraH．，  

MiyataN．，SatoS．andTanakaY．  

愛知学院大学歯学部有床義歯学講座  

DepartmentofRemovableProsthodontics，SchoolofDentistry，Aichi－GakuinUniversity  

【目的】   

磁性アタッチメントは，無髄歯への利用が基本的な適応症とされてきた．しかし，その適   

応範囲をより広げるために，有髄歯への利用を目的として，歯冠外アタッチメント用プラス   

チックパターンが開発された．第20回日本磁気歯科学会において当講座の庄司がハウジング   

を付与した場合の歯冠外アタッチメントの強度試験について報告した．今回その実測を再検   

証するため，三次元有限要素法を用いた歯冠外アタッチメントの力学的解析を行った．  

【方法】   

ギガウスC600ECキーパートレーおよびハウジングを解析対象とし，有限要素モデルの作   

製を行った．荷重部位は実測と同様にハウジング中央部とした．また，歯冠外アタッチメ   

ントの材料として，金銀パラジウム合金を想定して実測の応力歪曲線を導入し，弾塑性解   

析を行った．  

【結果，考察】   

今回の実験で弾塑性解析を行うことにより，応力は歯冠外アタッチメント接合部に集中   

することが確認できた．また，応力歪曲線から現行の形態の歯冠外アタッチメントが，臨   

床的に十分な力学的強度を有することを再確認することができた．  

3．MIセンサを用いた膝下運動測定法と咽頭マイクによる膝下音との比較  

Comparison ofthe swallowingmensurationusingMIsensor with swallowingsound  

using the pharynx microphone 

O濱口和仁1，芥川正武2，手川歓識3，木内陽介2，市川哲雄3，本釜聖子3  

0HamaguchiK∴AkutagawaM．2，TegawaY．3，KinouchiY．2，IchikawaT．3  

andHongamaS．3   

1徳島大学大学院先端技術科学教育部  

2徳島大学ソシオテクノサイエンス研究部  

3徳島大学ヘルスバイオサイエンス研究部   
1 GraduateSchoolofAdvanCedTechnologyandScienceoftheUniversityofTokushima  
2 InstituteofTechnologyandScienceoftheUniversityofTokushima  
3 InstituteofHealthBioscienceoftheUniversityofTokushima   

【目的】   

反復唾液喋下テストを自動化する装置としてMIセンサを用いた帳下測定法を提案し，検   

討を行ってきた．この方法は帳下時の喉頭部の動きを測定できるという利点があるが，誤   

嘩や体動等の測定時の条件によっては峠下動作を検出しにくいことがあった．そこで複数   

の測定法を用いて帳下動作を測定し，MIセンサを用いた方法と比較することで提案法の妥   

当性を確認する．  
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MeikaiUniversitySchoolofDentistry  

【緒言】   

今回我々は低位岐合をともなう下顎臼歯部欠損症例に対して，磁性アタッチメント義歯   

を用いることにより，機能性と審美性を考慮した岐合再建を行ったので報告する．  

【概要】   

患者は59歳の女性で，阻噂障害ならびに審美障害を主訴に来院した．約10年前，  

⑤4321  ①②3④⑤6⑦ブリッジを装着したが，最近になって動揺を認めるようにな   

り，7～4 5～7欠損に対しては部分床義歯を製作するも使用せずに放置していた．  

【治療内容】   

暫間被覆冠および治療用義歯により岐合挙上を行った．最終補綴装置として，上顎には   

根面タイプの磁性アタッチメントを応用した無口蓋型のオーバーデンチャーを，下顎には   

陶材焼付鋳造冠に歯冠外タイプの磁性アタッチメントを応用した部分床義歯を装着した．  

【結果】   

低位岐合をともなう下顎臼歯部欠損症例に対して，岐合挙上を行うとともに磁性アタッチ   

メント義歯を作製，装着したところ，機能性・審美性ともに良好な結果を得ることができた．  

6．キーパーの除去が容易なダイレクトボンディング法による磁性アタッチメント  

の臨床応用  

ClinicalapplicationforNovelRemovalMethodofDirect－BondingKeepersinMagnetic  

Attachments  

O竹内沙和子1，佐藤裕二1，北川 昇1，木下芳樹2，鍛治田忠彦2．鯨井 修3  
0TakeuchiS．l，SatoY．l，KitagawaN．1，KinoshitaY．2，KditaT．2andKLdiraiO．3   

1昭和大学歯学部高齢者歯科学教室  

2昭和大学歯科病院中央技工室  
3㈱ジーシー  

研究所   

1 DepartmentofGeriatricDentistry，SchoolofDentistry，ShowaUniversity  
2 centralLaboratoryofShowaUniversityDentalHospita1  
3 GCCorporationResearch＆DevelopmentDept．  

【目的】   

超高齢社会の現在，高齢者の多くは種々の疾患を抱えており，MRI撮影を必要とし，磁   

性アタッチメントが撮影時の障害となる機会が増加している．そこで，新しく開発したダ   

イレクトボンディング法の磁性アタッチメントを応用し，キーパーを傷つけずに撤去可能   

な新たな方法を開発した．  

【方法】   

改良したキーパートレーを用いて，磁性アタッチメント（ジーシー・ギガウスC600⑧・KB法）   

の根面板の側面からキーパーに通じる穴（以下，リムーブホール）を付与した．ダイレク  

トボンディング法のキーパーを除去する際に，リムーブホールに先端が楕円形になったス   

ティック状のクラウンリムーバー を挿入し回転させ，キーパーを傷つけずに撤去できる方   

法を考案し，患者に応用した．  
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インプラント治療の一つとして認知されている．   

我々はこれまで，キーパーをスクリュー固定する場合のスクリューホールによる吸引力   

の影響を検討してきた．しかし，以前から，軟磁性ステンレスであるキーパーが，本質的   

な強度が不十分なため，機能時やキーパー着脱時に変形し，吸引力が低下する可能性が指   

摘されてきた．一般工業界では，この種の対策の一つとして，金属表面の窒化チタンイオ   

ンコーティング（TiN－IP）が有効であるとされている．   

そこで今回我々は，TiN一IPを施したインプラント用キーパーを試作し，検討を行った．  

【方法】   

対象は，TiN－IP処理していないキーパーとTiN－IP処理したキーパーの2種とし，硬度，吸   

引力などについて比較・検討を行った．  

【結果，考察】   

試作インプラント用キーパーにおいて，TiN－IP処理により表面硬度は向上し，吸引力の   

低下も認められなかった．  

9．インプラント用キーパーの固定法の違いに関する力学的検討  

StressAnalysisofDi鮎rentMethodsRetainingImplantKeeper  

O林 建佑1，神原 亮1，中村好徳1，大野芳弘1，白石浩一1，庄司和伸1，熊野弘一1，  

小木曽太郎1，村上 弘2，田中貴信1  

0HayashiKl，KanbaraR．1，NakamuraY．l，OhnoY．l，ShiraishiK．l，ShqjiKIKumanoH．l，  

KogisoT．l，MurakamiH．2andTanakaY．1   

1愛知学院大学歯学部有床義歯学講座  

2愛知学院大学歯学部口腔インプラント科   
1 

DepartmentofRemovableProsthodontics，Aichi－GakuinUniversity  
2 
DivisionofOralImplantology，SchoolofDentistry，Aichi－GakuinUniversity  

【目的】   

磁性アタッチメントをインプラント治療に適用する場合，キーパーの固走法として，現   

在セメントあるいはスクリューリティニングが用いられている．中でもキーパーを機械的   

にねじ固定するスクリューリティニングは，術者による可撤可能なことが最大の利点であ   

るが，その反面チタンと比較して強度が劣る磁性合金を利用することから，キーパーの構   

造自体への耐久性に不安が残る．   

今回我々は，三次元有限要素法を用いてインプラント用キーパーの固走法について，そ   

れらの構造に対する力学的検討を行うことを目的とした．  

【方法】   

解析モデルは，アバットメントスクリューとキーパーを同一の軟磁性ステンレスにて一   

体としたモデルと，アバットメントスクリューをチタンにて作製し，キーパーの側面にね   

じ構造を付与し，アバットメントに改めてキーパーと固定したモデルを構築した．これら   

2種の解析モデルについて同一条件下にて応力解析を行った．  

【結果，考察】   

本解析において，キーパー の固走法の違いについて力学的検討を行い，興味ある知見が   

得られたので報告する．  
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プログラム 2日  

【認定医申請口演】   

［認定1］  

11．下顎歯列および歯槽骨が著しく舌側傾斜している患者に対して磁性アタッチ  

メントを用いたオーバーデンチャーで暁合回復した1症例  

A case of occlusalrehabilitation with magnet－retained overdenture agalnSt   

linguoclinationofthemandibulardentalarchandalveolarbone．  

0石田雄一  

○IshidaY．  

徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部口腔顎顔面補綴学分野  

Department of Oral＆MaxillofacialProsthodontics，Institute ofHealth Biosciences，  

TheUniversltyOfTokushima   

【目的】   

下顎全部床義歯は上顎に比べ，一般に維持力を得ることが困難である．今回，下顎全部   

床義歯の維持不足が予想される患者に対して磁性アタッチメントを使用し，良好な経過を   

得ることができたので報告する．  

【症例の概要】   

患者は63歳の男性で，歯の動揺と歯肉の痔痛を訴えていた．全顎的に重度の慢性辺縁性   

歯周炎と一部う蝕も認められた．また，下顎の残存歯および歯槽骨は著しく舌側に傾斜し   

ていた．  

【治療内容と経過】   

且．54lM以外は抜歯し，上下顎全部床義歯の即時義歯を装着した．下顎歯列と歯   

槽骨の舌側傾斜により，下顎義歯の舌側床縁を適切に設定することができないため．維持   

不足が予想された．そこで，54lMは外科的歯冠長延長術を行い，磁性アタッチメント   

の支台歯とし，最終義歯を製作した．  

【結果】   

治療終了後の経過観察では，患者の高い満足が得られ，術後の口腔関連QOLおよび阻囁   

能力は大幅に改善された．  

［認定2］  

12．Magno4blescopicCrown（MT冠）を用いた補綴症例  
ACaseReportofProsthesisusingtheMagno－TelescopicCrown  

O熊野弘一  

OKumanoH．  

愛知学院大学歯学部有床義歯学講座  

RemovableProsthodontics，SchoolofDentistry，Aichi－GakuinUniverslty  
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【一般口演】   

14．テレスコープ型磁性アタッチメント義歯による，補綴再治療症例  

RetreatmentoftheprosthesiswithTelescopicMagnetDenture－CaSepreSentation－  

○永田和裕，川村真之  

ONagataK．andKawamuraM．  

日本歯科大学新潟病院 総合診療科  

TheNipponDentaluniversityNiigatahospital，Comprehensivedentalcare   

【目的および方法】   

部分床義歯には，義歯と支台歯を強固に連結し，義歯の動きを最小限に抑えるRigid   

designと，義歯の動きをある程度許容し，支台歯負担の軽減を図るFlexibledesignの相反   

する設計方針が存在するが，両者を選択する基準は明らかではない．本報告では，Rigid   

designで遊離端義歯を製作した後，支台歯のトラブルの発生が継発したため，磁性アタッ   

チメントを応用した，telescopicdentureで再治療を行い，経過観察を行っている症例につ   

いて，両支台装置の特性に関して臨床的に検討を行った．  

【結果，考察】   
本報告は純粋に，RigidとFlexibledesignとの比較を行ったものではなく．本症例から   

RigidよりもFlexibledesignが優れていること結論づけることは困難だが，強固なRigid   

designが必ずしも支台歯の保護には繋がらないことが確認された．連結した支台装置の寿   

命は通常のBridge症例と同等と考えられることから，支台歯の負担が少なく，再治療の容   

易な磁性アタッチメントの利用は，支台歯の保護と長期的治療コストの低減において，有   

効であると推察された．  

15．磁性アタッチメントを応用したコーヌステレスコープ遊離端義歯の症例  
ACaseReportofaFreeEndSaddleTelescopicDentureusingaMagneticAttachment  

forMaxillaMolars．  

0佐藤雅之1，秀島雅之2，和田淳一郎1，安藤智宏1，犬飼周佑1，和達重郎1，鶴見麻有子1，  
小高容平1，坪田康弘1，五十嵐順正1  

0SatoM．1，HideshimaM．2，WadaJ．1，AndoT．l，InukaiS．l，WadachiJ．l，TsurumiM．l，  

OdakaY．1，TsubotaY．1AndIgarashiY．1   

1東京医科歯科大学大学院部分床義歯補綴学分野  

2東京医科歯科大学歯学部附属病院回復系診療科   

1RemovablePartialDentureProsthodontic，GraduateSchool，TokyoMedicalandDental  

University  
2 clinicforConservationofOralandMaxillofacialFunction，UniversityHospital，Tokyo  

MedicalandDentalUniversity   

【目的】  

3歯欠損以上の臼歯部遊離端欠損症例では両側設計とするのが一般的である．今回，コー  
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【結果，考察】   

ISO新治具を用いた吸引力の測定値は，当講座の冶具と比較して全般的に小さい値となっ   

た．これは，新治具において，測定可動時に約40－50gfの摩擦が生じる為と考える．しかし，   

新治具における測定値の標準偏差は小さい値となった．これは，同じ試料の繰り返し測定   

においては，再現性があり測定精度が高いものと考えられる．  

17．キーパー付き根面板の軸面形態が支台歯および周囲組織におよぼす影響  
The Form ofthe AxialSurface ofRoot Cap Affects the Stress Distribution ofthe  

SurroundingTissue  

O渋谷哲勇1，山中大輔1，内田天童1，大山菅生1・2， 中林晋也1・2，豊間 均1・2，大谷賢二1▼2，  

石島 学1，石上友彦1－2  

0ShibuyaN．1，YamanakaD．1，UchidaT，1．ohyamaT．1・2，NakabayashiS．1・2，ToyomaH．l・2，  

OhtaniKl・2，IshijimaM．1andIshigamiT．lT2   

1日本大学歯学部歯科補綴学教室Ⅱ講座  

2日本大学歯学部総合歯学研究所臨床研究部門   
1 

DepartmentofPartialDentureProsthodontics，NihonUniversity SchoolofDentistry  
2 
DivisionofClinicalResearch，DentalResearchCenter，NihonUniversitySchoolof  

Dentistry   

【目的】  

オーバーデンチャーの支台装置に磁性アタッチメントを用いた場合の支台歯および周囲   

組織への岐合力伝達様相を解明することは，支台装置であるキーパー付き根面板（以後根   

面板）設計を行う上で重要である．演者らはこれまで，根面板上面および軸面傾斜角度の   

相違が周囲組織に及ぼす影響について三次元有限要素法を用いて報告してきた．今回，根   

面板の軸面形態の最適化を目的として，根面板の軸面形態の相違が支台歯および周囲組織   

におよぼす影響を検討した．  

【方法】  

下顎右側犬歯1歯残存症例に対して根面板を製作し，オーバーデンチャーを装着した解   

析モデルを構築した．解析モデルの根面板形態は，軸面傾斜角を00，300と軸面をドーム型   

とした形態の3種類とした．荷重は，両側暖合位および片側岐合位を再現した．  

【結果，考察】  

各暖合位での荷重時において根面板の軸面形態の違いが，支台歯および周囲組織に加わ   

る応力に異なる影響を与えることが示唆された．  

18．臨床使用されたキーパーの表面性状が維持力に及ぼす影響  
TheE鮎ctsofRetentiveForceontheSurfaceConditionforusedKeepers  

O塩野目尚1，小川 泰1，遠藤茂樹1，木内美佐1，梅川義忠1，2，長谷川みかげ，  

宮田和幸1，阿部有希1，石上友彦1・2  
0ShionomeT．l，OgawaY，l，EndoS．1，KiuchiM．l，UmekawaY．1・ヲ，HasegawaM．1  

MiyataK．1，AbeY∴andIshigamiT．1・2  
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通法に従いH・E染色を施し観察した．  

【結果，考察】   

根面板のマージン部の観察では，不適合なマージン部が観察された．SRPでは，セメン  

ト質に多数の亀裂や剥離が見られた．また，根面形成では，フィニッシュラインのセメン  

ト質に欠けなどは見られなかった．以上より，根面板装着後のSRPはセメント質の損傷を   

引き起こす可能性が示唆された．  

20．ハイブリッド型コンポジットレジンを用いたキーパー付き板面板の製作  

Laboratory procedures of hybrid composite resin keeper coping for magnetic  

attachments  

O前田祥博1，高山慈子2，大久保力贋2，土田富士夫3，細井紀雄4  

0MaedaY．l，TakayamaY．2，OhkuboC．2，TsuchidaF．3andHosoiT．4   

1鶴見大学歯学部歯科技工研修科  

2鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座  

3鶴見大学歯学部高齢者歯科学講座  

4鶴見大学   

1 
The DentalTechnician TrainingInstitute，TsurumiUniversitySchoolofDental  

Medicine  
2 DepartmentofRemovableProsthodontics，TsurumiUniversltySchoolofDental  

Medicine  
3 DepartmentofGeriatricDentistry，TsurumiUniversitySchoolofDentalMedicine  
4 Tsurumi University 

【目的】  

根画板へのキーパーの固定には鋳接法とKB法があるが，いずれも金属を使用することか   

ら，症例によっては義歯床縁や人工歯の歯間乳頭部に金属色の露出が問題となることがあっ   

た．この改善のため，根画板に金属を使用しないハイブリッド型コンポジットレジン製キー   

パー付き根面板の製作を検討してきた．今回は症例とともにその製作法の要点を報告する．  

【方法】  

キーパー付き根画板の製作には，ハイコレックスポストキーパー⑧（NEOMAX）とエス   

テニア⑧c＆B（KURARAY）を併用した．キーパー吸着面境界部のコンポジットレジンの   

築盛にカバーグラスを応用した．  

【結果，考察】  

本法による根面板の装着により，義歯床人工歯カラー部の金属色の露出を避けることが   

できた．根画板部にハイプリット型コンポジットレジンを用いることは，歯冠色レジンば   

かりでなく歯肉色レジンを用いることも可能なことから，支台歯の植立方向の関係で床縁   

が薄くなる症例に有効と思われる．  
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